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本本講演講演のアウトラインのアウトライン

§§１．イントロ１．イントロ
イノベーションプロセスにおけるイノベーションプロセスにおける評価の意義評価の意義

イノベーションプロセスの観点からの目的基礎研究のイノベーションプロセスの観点からの目的基礎研究の評価評価
指標の検討指標の検討

§§２．２．ケーススタディケーススタディによるイノベーションプロセスの検討によるイノベーションプロセスの検討
1.1. ケーススタディ対象ケーススタディ対象事例の紹介事例の紹介及び及びケーススタディの方法ケーススタディの方法

2.2. 目的基礎研究から応用・実用化研究への発展への目的基礎研究から応用・実用化研究への発展への阻害阻害
要因要因

3.3. 目的基礎研究プロセスの類型化目的基礎研究プロセスの類型化――ケーススタディを基にケーススタディを基に

4.4. 目的基礎研究から応用・実用化研究への発展への目的基礎研究から応用・実用化研究への発展への成功成功
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§§1.1. イントロイントロ



「国の研究開発評価に関する大綱的指針」「国の研究開発評価に関する大綱的指針」
における「における「評価の意義評価の意義」」

評価とはフィードバックである。評価とはフィードバックである。

①評価を適切かつ公正に行うことにより、研究者の創造性が十分に発揮されるような、

柔軟かつ競争的で開かれた研究開発環境の創出を実現することができる。

②評価を支援的に行うことにより、研究開発の前進や質の向上、独創的で有望な優れた

研究開発や研究者の発掘、研究者の意欲の向上、より良い政策・施策の形成等の効果

が得られる。

③評価結果を積極的に公表し、優れた研究開発を社会に周知することにより、

研究開発に国費を投入していくことに関し、国民に対する説明責任を果たし、

広く国民の理解と支持が得られる。

④評価結果を適切に予算、人材等の資源配分に反映することにより、研究開発を

重点的・効率的に行うことができる。



研究システムにおけるフィードバック機構研究システムにおけるフィードバック機構

R&D

次代のR&D
及び研究者 評

価

R&D環境

研究者

政策・施策

資源配分
（予算・人材等）

次代のR&D
及び研究者

研究システム



研究の分類について研究の分類について

応用研究応用研究

（エジソン型）（エジソン型）

実用指向基礎研究実用指向基礎研究

（パスツール型）（パスツール型）

純粋基礎研究純粋基礎研究

（ボーア型）（ボーア型）

応用目的

真
理
追
究

Yes

Yes

No

No

Quadrant Model of Scientific Research
【出典】D.E.Stokes, “Pasteur’s Quadrant”, Basic Science and Technological Innovation”,1997, 

Brookings institution Press

【出典】OECD, Frascati Manual 2002

◆OECDによる３分類

◆Stokesによる分類

•Basic research
•Applied research
•Experimental development



純粋基礎研究 目的基礎研究
応用・
実用化研究

ステージゲートⅡ ステージゲートⅢステージゲートⅠ

産業化

本ケーススタディでは、

イノベーションプロセスを４ステージで考えた。



イノベーション創出にシフトしたイノベーション創出にシフトした
科学技術政策科学技術政策

イノベーション創出の機運の高まりの高まり

––パルミザーノレポート“パルミザーノレポート“InnovateInnovate AmericaAmerica””（米国・競（米国・競
争力評議会）争力評議会）(2004(2004年年1212月月))

–– ““Rising Above the Gathering StormRising Above the Gathering Storm””（全米アカデ（全米アカデ
ミー）（ミー）（20052005年年1010月）月）

––第３期科学技術基本計画（第３期科学技術基本計画（20062006年年33月）月）
–– イノベーション創出総合戦略（イノベーション創出総合戦略（20062006年年66月）月）

JSTJST目的基礎研究事業は？目的基礎研究事業は？

––知から創造された新しい科学技術の萌芽を育み、知から創造された新しい科学技術の萌芽を育み、

––更に更に応用・実用化研究に橋渡し



目的基礎研究の評価指標の検討目的基礎研究の評価指標の検討

――イノベーションプロセス指標としてのステージゲートイノベーションプロセス指標としてのステージゲートⅡⅡ
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§§2.2. ケーススタディによるケーススタディによる

イノベーションプロセスの検討イノベーションプロセスの検討



ステージゲートステージゲートⅡⅡ突破要因突破要因
ケーススタディのフローケーススタディのフロー図図

抽出 調査 分析

ステージゲートⅡ
を突破した事例

1) 文献調査
2) 研究開発プロセス図の作成
3) インタビュー調査

各事例のステージゲートⅡ
突破の阻害要因・成功要因
を総合的に検討・分類



ナノ・材料分野

透明酸化物半導体の産業応用の可能性を拓く。酸化
物の“光学的透明性”を活かしつつ、そのアクティブな
電子機能を探求。C12A7系等の新規機能性化合物を
数々発見。

透明酸化物エレクトロニクスの新フロンティア

細野秀雄 （東工大応用セラミックス研究所 教授）

QOL（生活の質）改善を実現する新世代の人工骨

田中順三 （東工大院 教授）

高機能バルク金属ガラス材料の創生

井上明久 （東北大 金研所長）

「金属ガラス」で材料科学に新領域を開拓し、軽
量・高強度材料創製の担い手となった。「バルク金
属」は結晶相に限られる」の常識を打破。カテーテ
ル用世界最小モータ等、大市場を創製。

ガラス基板の表面に刻んだ微細な溝で化学反応を
起こすマイクロ化学チップを使って、診断やがん治療
薬等を合成。フラスコなどで反応させる従来の手法よ
り大幅な時間短縮と収率アップを実現。

光情報を高速に運ぶガラスを創製

平尾一之（京大院工教授）

フェムト秒パルスレーザー光をガラス内部に集光照
射することにより、様々な機能をもつ３次元素子が得
られる。ガラスが多量の光情報を超高速処理のため
の機能材料になり得ることを示した。

「フォトニクスポリマー」を開拓
～光・情報産業に大きなインパクト

小池康博 （慶大理工 教授）

ナノバイオデバイスが切り拓く新産業

馬場嘉信 （名大院工 教授）

従来の人工骨における問題点、すなわち移植に
よる痛みや精神的負担、感染のリスク等を根本か
ら解決する“新世代の人工骨”。実用化も近い。

極微量のDNAやタンパク質を，正確に，早く解析
できるナノバイオデバイスの開発に先鞭をつけた。

液晶表示用のバックライトの導光板や広帯域・高
速通信用の光ファイバー等として製品化等、光・情
報産業に大きなインパクト。

北森武彦（東大院工 教授）

掌の化学工場が医療イノベーションを



人間ドックでメタボリックシンドロームかど
うか診断へ。

門脇孝 （東大院医学系研究科 教授）

脊髄性筋萎縮症などの治療薬開発へ

辻本賀英 （阪大院医学系研究科 教授）

ライフサイエンス分野

脂肪細胞が出すサイトカイン「アディポネクチン」
が作られる量が多いほうが肥満や生活習慣病にな
りにくいということを明らかに。診断薬開発へ道。

がんや神経変性疾患などの発症に関わるアポ
トーシス（細胞死）異常の機構を分子レベルで研究
し、脊髄性筋萎縮症などの発症機構の解明に成果。
アポトーシスの制御因子BcL-2の解析から難病の
治療や細胞死抑制治療薬の候補分子を提示。

抗体医薬を迅速に作成

太田邦史 （理研ユニットリーダー）

モノクローナル抗体を迅速に供給する日本発の
画期的な新手法の開発。生体内で抗体作成。抗
がん剤の開発や鳥インフルエンザなど社会的に
重要な分野への早期の展開が期待。

患部に貼れる縫合いらずの細胞シート

岡野光夫 （東女医大 教授）

患部に貼れる縫合いらずの細胞シート。細胞培養
により作製した角膜シートによる角膜移植の動物実
験を終了し、阪大で臨床研究をスタート。

再生医療の実現へ数々の事業化

吉里勝利 （広大 教授）

肝臓再生と皮膚再生の仕組みを解明し、再生医
療の実現への道を作った。特に、タンパク質の網羅
的な解析手法やヒト肝細胞を有するキメラマウスの
開発等、精力的に事業化を行っている。

ライフサイエンスに新分野を創生
～システム・バイオロジー／ロボット・デザイン

北野宏明

生命現象を各々の要素の「共生系」と捉え、シス
テムレベルでの理解を目指す「システムバイオロ
ジー」を提唱し、新学問分野を創成。ロボットデザイ
ン分野を開拓、ロボットベンチャーが２社誕生する
など順調に成長。

（ソニーコンピュータサイエンス研究所
取締役副所長）



情報通信分野

近接場光の産業応用の可能性を拓く。JSTでの
ERATOプロジェクト終了後、ナノフォトニクスチーム
を編成して応用・実用化研究を推進。成果は産業
界に波及し、例えば民間企業8社による実用化・産
業化の大型プロジェクトが発足。

光の回折限界を超えて
～ナノスケールの光科学技術の実現へ

大津元一 （東工大院総合理工学研究科 教授）

循環型社会システムへの発信
～木質資源のリサイクル技術から

舩岡正光 （三重大学 生物資源学部 教授）

新物質ネオシリコンの創製に向けて

小田俊理

ナノ結晶シリコンの粒径と粒子間隔を原子スケール
で制御した「ネオシリコン」は、電子輸送、光放出、
電子放出特性などにおいて、従来の単結晶やアモ
ルファスシリコンを超える新物質が期待できる第3
のシリコン材料。平面ディスプレイやメモリー素子等
の企業化を目指す。

環境分野

新規な環境調和型化学プロセスへ

小林修 （東大院薬 教授）

石油に替わる次世代の芳香族系分子素材として
のポテンシャルを有しながら，構造の多様性・複雑
性からそのほとんどが廃棄されている『リグニン』に
ついて，『循環』というキーワードのもとに精密分子
構造制御とその持続的活用技術を研究。

化学反応が起こる“場”をナノスケールで精密にデ
ザイン・構築し、高度な機能を付与し、高効率かつ
環境調和型の新プロセスを研究。有機溶媒中では
実現不可能とされていた反応を水溶液中で達成す
る等、環境調和型化学プロセスの研究において傑
出した成果を挙げる。

（東工大量子ナノエレクトロニクス研究C 教授）



純粋基礎研究
ステージ

目的基礎研究
ステージ

応用／実用化研究
ステージ

産業化
ステージ

科学技術振興調整費
「物質・材料の自己組織化機構の
解析と制御に関する研究」

96～00

人工骨系

軟骨系

神経系

CREST99～04

靱帯系

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ

運営費交付金
（無機材研）
「生体材料推進事業」

採算性

臨床治験による
足踏み

基礎現象 材料研究

高い技術力

明確な目標設定

北海道経産局地域コンソーシアム

医工連携が機能

目的基礎研究ステー
ジで企業が注目

JST
委託開発事業

ステージゲートⅢ
事例１：
田中順三氏

臨床治験

ペンタックス社よ
り商品化予定



純粋基礎研究 目的基礎研究 応用・実用化研究

ステージゲートⅡ ステージゲートⅢステージゲートⅠ

産業化

熱レンズ顕微鏡の開発

熱レンズ顕微鏡

さきがけ／KAST
の同時推進

KAST「インテグレーテッド・ケミス
トリー」プロジェクト」98～03
さきがけ98～01

基礎への還流
（科研費）

ナノ・マイクロ化学
の創出

ナノ・マイクロ化学
の創出

集積化ガラスチップ

CREST
（02～07）

科学技術のブレイクスルー

（超高感度分析の
チャンピオンデータ）

•マイクロ・ナノ分析技術の開発
•マイクロ化学プラント技術の
開発
•マイクロチップ技術の開発
•両技術を幅広く活用するため
の共通基盤技術の体系化

ベンチャー創設
（マイクロ化学技研）

既存技術の壁
キャピラリー方式
の代替

NEDO
マイクロ分析・生産システムPJ

01～04

事例２：
北森武彦氏

科研費
（01～05）

KAST／NEDO
の同時推進

KAST光科学重点研究室
マイクロ化学グループ，NEDOマイ
クロ分析・生産システムPJ01～05
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事例２’：
北森武彦氏 全て一人の研究リーダが推進

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ
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デバイス

加工

原子操作

理論

プローブ・計測

各要素技術

KAST※93～98／98～

ERATO 98～03

NEDO 03～06

Σ要素技術

光ファイバーの
先鋭化成功による
近接場光の実証

企業

企業

企業

企業

企業

企業

高容量
光ストレージ
の産業化

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ

事例３：
大津元一氏

※KAST：（財）神奈川県科学技術アカデミー

応用・実用化研究ステージへ
の見通し

個々の要素技術から
システム技術への統合化



純粋基礎研究
ステージ

目的基礎研究
ステージ

応用／実用化研究
ステージ

産業化
ステージ

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ ステージゲートⅢ
事例4：
馬場嘉信氏

リン酸化合物の研究を
バイオ分野に。

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

CREST 99～04
「ナノチップテクノロジーの
創製とゲノム解析への応用」

コスト高

科研費でバイオ系との共同研究
科研費創成的基礎研究

「ヒトゲノム解析研究」（91～95）松原謙一代表

ナノ空間生物科学
～新たな学問領域の創成

ナノバイオデバイスの開発
DNA分析技術

ナノチップテクノロジーの創製

科学技術のブレイクスルー
DNA解析用のナノピラーの構築
～5万基以上のサイズのDNAを
わずか30秒で解析

NEDO
先進ナノバイオデバイスPJ

日立電子エンジニアリング株式会社
マイクロ電気泳動解析システム

12本のマクロチャンネルアレイ
をチップ上に実現（世界初）

島津製作所
マイクロ電気泳動解析システム
全自動型は世界初

市場の壁の突破
90年代前半、モトローラ社（米）がマイ
クロ化学チップのR&Dを開始し、日本
の半導体企業へのプレッシャーに。馬
場教授の研究も学会活動やCREST
等を通して注目を集めだし、大企業が
参画してくることに。

異分野融合
半導体微細加工とゲノムの
ポスドクが物理的交流。

基礎への環流

科学技術のブレイクスルー
ナノ微細加工技術の開発

～X線リソグラフィーとホットエンボシングの融合



純粋
基礎
研究

目的基礎研究 応用／実用化研究

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

ステージゲートⅢ

事例5：

吉里勝利氏

ERATO
1992～1997

吉里再生機構 ～

創出」

東和科学(株)

器官形成

形態情報

肝臓の幹細胞の

培養法の確立
肝臓の再生

毛髪再生

毛パピラ細胞の

培養法の確立

機能性人工皮膚

インスリン分泌性人工皮膚による
糖尿病マウスの実験的治療

プロテオーム

組織タンパク質を網羅的に記載した
データベースの作成

細胞外マトリックス

カエルの変態、イモリの肢再生

カエル幼生の組織構造転換や
イモリの四肢再生に関わる
遺伝子群の解明

組換えヒトコラーゲンの生産

カエルの利用法の開発

カエルを使った
環境モニタリング法の確立

ヒト肝細胞を生着・増殖させた
キメラマウスの生産

人工肝臓の開発

ベンチャー設立
（株）フェニックスバイオ

キメラマウスの安定的な
供給体制

薬物動態試験

肝障害試験等での
利用方法の標準化

ステージゲートI
ステージゲートII

ベンチャー設立
（株）ネオシルク

広島バイオクラスター

広島バイオクラスター

プロテオミクス研究

ベンチャー（株）フェニックス
バイオに統合

本格的な発毛

毛乳頭細胞分割による
発毛促進機能の低下

ベンチャー設立
（株）プロフェニックス

臨床治験による足踏み

発毛誘導能をもつ毛乳頭細胞を大量に培養して
頭皮に移植する毛髪再生技術を開発

ベンチャー設立
（株）エピフェニックス

発毛因子探索、脱毛症治療法の開発

権利化試験事業
2000～2001
「プロテオミクス研究」

（株）フェニックスバイオ
NEDO事業2004-2005
「次世代キメラマウスの開発」

厚生労働省プロジェクト
2002-2004（研究代表者；金沢大・横井）

カイコを使った組換えタンパク質の
生産法の確立

重点地域研究開発事業
2002～2004

「発毛因子探索、脱毛治療法の開発」
「プロテオミクス研究」

厚生労働省プロジェクト
2005-2007（研究代表者：広島大茶山）

産業化

CLUSTER
2002～2007

「組換えヒトコラーゲン生産系の開発」
「マウスを媒体として増殖させた
ヒト肝細胞を用いたバイオ産業の創出」

CREATE
1997～2002

広島県組織再生プロジェクト

再構築



純粋基礎研究
ステージ

目的基礎研究
ステージ

応用／実用化研究
ステージ

産業化
ステージ

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ ステージゲートⅢ
事例6：
太田邦史氏

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

CREST
1998～2003
「組換えを介した
ゲノム動態制御」
研究代表者：柴田武彦

CREATE※
2003～2008
「相同組換えによる
高速ゲノム進化法の開発」

目利きの存在
埼玉大学工学部・伏見譲教授がCREATE※事業
「高速分子進化による高機能バイオ分子の創出」
の研究総括として、太田氏の研究の価値を見極め
引き上げたことがステージゲートⅡを越える要因に。

科学技術のブレイクスルー
（特定遺伝子座で相同的組み換え
を高頻度に誘導。）

科学技術のブレイクスルー
（クロマチンDNA遷移
と二本鎖切断の構造解明。）

シームレスなファンディング
CREST→CREATE

科学技術のブレイクスルー
ADLib法開発

科学技術のブレイクスルー
減数分裂期相同のDNA組み換え
とクロマチン構造の関係の解明。

※JSTの地域結集型事業

迅速なベンチャー設立
理研ベンチャー制度の活用

理研とのコラボレーション 基礎への還流の
ファンディングシステムが未整備



純粋基礎研究
ステージ

目的基礎研究
ステージ

応用／実用化研究
ステージ

産業化
ステージ

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ ステージゲートⅢ
事例7：
舩岡正光氏

“相分離系変換システム”の
基本原理を創成

CRESTによる
先行的なファンディング

研究実績よりも研究構想のユニークさ
が評価されCRESTに

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

CREST99～04
「植物系分子素材の

高度循環活用システムの構築」

異分野融合
CRESTのチーム型研究によ
る農学と工学の異分野融合

シームレスな
ファンディング

88年～、森林資源として従
来全く利用できなかったリ
グニンを機能性分子リグノ
フェノールへと変換する“相
分離系変換システム”の基
本原理を創成

目的基礎研究ステージで成果実証
ＣＲＥＳＴによる変換プロセス開発とシステム
検証。ベンチスケールでの変換試験。

SORST04～08

林野庁の大型ＰＪ
木質資源循環利用開発事業
Ｈ１３～Ｈ１８

ファイナルブレークスルー
技術の末確立

化石原料に依存せず再生可能森林系
分子素材を合成化学の原料レベルとし
て持続的かつ段階的に利用するために
必要なファイナルブレークスルー技術
の末確立循環型資源活用システムの
現状での経済性の不利（分子構造の完
全解放システム）

きめ細かい支援
JST・田村亘弘技術参事によ
るイノベーションマネジメント

成果実証
北九州市で企業体との
試験プラントの実証

産学連携
約50社からなる
リグノフェノール研究会



純粋基礎研究
ステージ

目的基礎研究
ステージ

応用／実用化研究
ステージ

産業化
ステージ

ステージゲートⅠ ステージゲートⅡ

科学技術の壁
応用・実用化研究ステージレベル
に足る“ファーバーとしての透明性”
が得られず。

ステージゲートⅢ
事例8：
小池康博氏

基礎への還流
Einsteinの揺動説やDebyeの散乱理
論等、光の散乱という基礎へ回帰。

“強い基礎”の形成
ポリマー中の光散乱・屈折・透過
について技術の体系化。

基礎的データの実証
理論に対して実験で詳しく調べ、
実用的制御条件を見い出した。

大学の強力な支援
学での基礎技術課題の解決、企業
による試作・製品化

目的基礎研究ステージ
で製品の実証

ERATOで、富士フイルム、旭硝子等と各種新
機能ポリマーの試作実証→応用・実用化ステー
ジ（企業等）からの注目を集めた。

LCDパネル用部材
LCDパネル価格の６割を
占めるプラスチックに小池
フォトニクスポリマーが展
開可能。背面高輝度散乱
版、複屈折ゼロの偏光フィ
ルムやカラーフィルターフィ
ルムへの適用、大幅低価
格化による大市場形成の
期待大。

高速屈折率分布型光
ファイバー

試作品により、慶大キャン
パス間、榊原記念病院の
ブロードバンドネットワーク
で高速性能を実証済み。

ERATOによる
先行的なファンディング

ステージゲート突破
における阻害要因

ステージゲート突破
における成功要因

ERATO 00～05

光の波長 ? ポリマー
の不均一構造



目的基礎研究から応用・実用化研究への目的基礎研究から応用・実用化研究への

ステージゲートステージゲートⅡⅡ突破の突破の
阻害要因の分析阻害要因の分析



マネジメント
における問題

ステージゲートⅡ
を越えられない

連携の不足 ファンディングにおける問題

既存市場の壁に直面
―市場側の制約

成果を実証できない

知的財産マネジメント
におけるサポートが
不十分

マネジメント
の鈍重さ

研究現場に過大な
管理業務を課している

研究成果の実証
へのサポート不足

プロトタイプから
普及型までの
「死の谷」

中小企業やベンチャー企業は
十分な最新技術動向の注視体制をとれない

機動性の欠如

学における研究レベルが
高度化・複雑化

大学発の要素技術と
産業界の求めるシステム技術のギャップ

産と学の本質的な溝

試作の機会が不足

分野によっては連携の機会を提供する
学協会が不足

連携の機会の不足

連携における制度的な不備

「過度な重複排除」の
行き過ぎ



連携に起因する阻害要因

• 連携における産と学の本質的な溝
– 産から見た場合、学における研究レベルが高度化・複雑化。
– 大学発の要素技術と産業界の求めるシステム技術のギャップ。
– 学から見た場合、試作の機会が得られない。

• 連携における制度的不備
– 目的基礎研究と応用・実用化研究の橋渡しができない。
– 緊急下でも両ステージで同時に推進できない。
– 派生的に生じたシーズの研究推進できない。

• 連携の機会不足
– 特にライフサイエンス系において。
– 中小企業やベンチャー企業における情報収集体制の不備。



ファンディングに起因する阻害要因

• 機動性の欠如
–イノベーションのシーズが現れた際に即応でき
ない。

• 「過度な重複の排除」が過度
–集中的に複合ファンディングすべき場面（＝強
い国際競争力を形成するために“スピード”と“規
模”が求められる研究）における「過度な重複の排
除」規定。



マネジメントに起因する阻害要因

• 知財のサポートが不十分
–特許出願数に主眼、特許戦略の緻密さ欠如。
–特許のメンテナンス（技術供与の推進，異議申し
立て対応，侵害発見，審査請求や維持の判断な
ど）への対応が未整備。

• マネジメントの機動性に難
–迅速なベンチャー企業の立ち上げ等が困難。

• 研究現場における過大な管理業務
– ファンディングエージェンシー側が要求する煩雑な
事務手続きが研究現場のパワーを損失。



成果の実証に起因する阻害要因

• 研究の成果の実証へのサポートの不足
– 「経済性・再現性・信頼性」や「周辺技術や要素技
術の集積化」の見通しに欠く目的基礎研究。

• 製品開発型の研究開発におけるプロトタイプ
から普及型までの間の「死の谷」

– 「出口となる市場が未形成」のケースでは、プロト
タイプまでは実現できても、普及型までに厳然と
「死の谷」が存在。



既存市場の壁に起因する阻害要因

• 応用・実用化研究ステージ側からの引き合い
が変化。

–競合技術のコストダウンによる当該技術の市場
性低下、等。



Stage-gateⅡ

Robust
Basis

噴出型
Eruption Process Type

還流型
Circulation Process Type

派生型
Derivative Process Type

双子渦型
Vortex-pair Process Type

Feedback

Feedforward

Robust
Basis

目的基礎研究プロセスの類型化―ステージゲートⅡ突破成功事例を基に

Stage-gateⅡ



目的基礎研究から応用・実用化研究への目的基礎研究から応用・実用化研究への

ステージゲートステージゲートⅡⅡ突破の突破の
成功要因の分析成功要因の分析



成功要因のまとめ①

• 連携が有効に機能
– CREST型研究（チーム型）で、産学連携や異分野
融合（医／工など）が有効に機能した例

–目的基礎研究と応用・実用化研究など、研究シス
テム間の連携

• 先行的なファンディングとシームレス（切れ目
なし）なファンディング
– ERATOやCRESTは加速・拡張効果
–シームレスファンディングにより、研究アクティビ
ティ維持



成功要因のまとめ②

• イノベーション創出を牽引し支援する研究マネジメント
– イノベーションに向けたリーダーシップ
– 応用・実用化研究から基礎研究への還流
– 個々の要素技術からシステム技術への統合化
– 応用・実用化研究ステージにおける新たな研究サイト
– きめ細かい支援
– イノベーションの視点からの評価
– ベンチャー起業システム
– ステージゲートⅡを越えての学による産への指導

• 応用・実用化研究ステージへの見通し
– 基礎的データの実証
– 製品・プロトタイプの実証

• 市場の壁の克服



§§3.3. 考察考察
――イノベーションプロセス評価の意義イノベーションプロセス評価の意義



応用・実用化研究への支援システム
（ステージゲートⅡへの橋渡し）

目的基礎研究への支援システム

イノベーションの
芽

早期先取り・検証により育成

（学・産・官支援による試作、機能評価支援）

本来のプログラム

応用・実用化

連鎖的に機能

イノベーションプロセス評価の意義イノベーションプロセス評価の意義①①

イノベーションプロセスへのフィードフォワード機能

フィードフォワード

意義①



ステージゲートⅡを
突破するための公的支援

ステージゲートⅡを
突破するための公的支援

国が後押しすべき研究

国が推進すべき研究を判定
どの研究？／どのように？／
いつ？／どの期間？

自発的なステージゲート突破
が期待される研究

目的基礎研究ステージ 応用・実用化研究ステージ

進捗や成果が芳しくなく、
市場性や社会性等を欠く研究

イノベーションプロセス評価の意義イノベーションプロセス評価の意義②②
ステージゲートⅡ

意義②

•社会ニーズが高い研究
•コンソーシアム型の研究推進が必要な研究
•社会基盤的な研究



§§44 総括総括
イノベーションプロセスとしての目的基礎研究評価指標として、イノベーションプロセスとしての目的基礎研究評価指標として、
ステージゲートステージゲートⅡⅡに着目に着目して、して、JSTJSTの研究プログラムの研究プログラムををケーススタディ。ケーススタディ。

ステージゲートステージゲートⅡⅡ突破の阻害要因突破の阻害要因をを５要因に大別。５要因に大別。
–– (1)(1)連携連携の不足，の不足，(2)(2)ファンディングファンディングにおける問題，における問題，(3)(3)研究マネジメント研究マネジメントにに
おける問題，おける問題，(4)(4)成果成果をを実証実証できないできない,(5),(5)市場の壁市場の壁に直面に直面

ステージゲートステージゲートⅡⅡを突破した目的基礎研究プロセスを突破した目的基礎研究プロセスをを４タイプ４タイプ
に類型化。に類型化。
–– 噴出型（噴出型（EEruption process typeruption process type））, , 環流型（環流型（CCirculation process typeirculation process type））, , 
派生型（派生型（DDerivative process typeerivative process type））, , 双子渦型（双子渦型（VVortex ortex ––pair process pair process 
typetype））
ステージゲートステージゲートⅡⅡ突破の成功要因突破の成功要因をを55要因に大別。要因に大別。
–– (1) (1) 連携連携が有効に機能が有効に機能, (2) , (2) イノベーションにつながるフイノベーションにつながるファンディングシァンディングシ
ステムステム，， (3) (3) イノベーション・マネジメントイノベーション・マネジメント, (4) , (4) 目的基礎研究ステージで目的基礎研究ステージで
成果を実証成果を実証,  (5) ,  (5) 市場の壁の克服市場の壁の克服

ステージゲートステージゲートⅡⅡは、イノベーションプロセスとしての目的基礎は、イノベーションプロセスとしての目的基礎
研究の重要な研究の重要な評価指標評価指標であることが明らかに。であることが明らかに。



hyoshida@jst.go.jp

「イノベーション創出のための
目的基礎研究ケーススタディ」

ご希望の方は下記までご連絡下さい。
↓


